
平成２０年度 
「中小企業の診断及び助言に関する実務の事例Ⅰ」の出題の趣旨 

 
 
第１問（配点 20 点） 
 創業以来、長期間にわたって少数の特定の取引先との取引をベースにして事業を拡大し

てきたＡ社の強みが、どのようなもので、また、それがどのようなプロセスによって生み

出されてきたかについて、中小企業の競争優位性構築に関する基本的理解と基本的分析能

力を問う問題である。 
 
第２問（配点 20 点） 
 コスト削減を求められるＡ社を取り巻く状況が、どのような経営環境の要因によって生

じているのか、取扱製品の特性から、中小企業の事業に及ぼす経営環境特性に関する基本

的理解と基本的分析能力を問う問題である。 
 
第３問（配点 20 点） 
 Ａ社の料理長と工場長の人事異動が生み出したコスト削減効果について、中小企業の組

織体制の変更によるパワー関係の変化が及ぼす影響に関して、中小企業診断士として分析

する基本能力を問う問題である。 
 
第４問（配点 20 点） 
 Ａ社が導入した「シングル・ワークステーション（ＳＷＳ）」の生産性向上に及ぼす効果

と、それを有効に機能させる上で必要な施策について、中小企業診断士として必要な分析

能力と助言能力とを問う問題である。 
 
第５問（配点 20 点） 
 Ａ社が展開する新規事業の将来の成功の可否について、成否いずれかの立場から、その

理由に関して、中小企業診断士としての分析能力と助言能力とを問う問題である。 
 

以上 


